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総　

会

総　

会

平成25年度決算平成25年度決算

平成26年度予算平成26年度予算

事業費事業費
14,206,927 円14,206,927 円

受取会費受取会費
4,490,500 円4,490,500 円

受取会費受取会費
4,200,000 円4,200,000 円

正味財産期首残高正味財産期首残高
13,272,029 円13,272,029 円

正味財産期首残高正味財産期首残高
13,047,152 円13,047,152 円

事業費事業費
14,022,220 円14,022,220 円

管理費管理費
3,819,172 円3,819,172 円

受取負担金受取負担金
189,000 円189,000 円

受取負担金受取負担金
155,000 円155,000 円

受取寄付金受取寄付金
4,500,000 円4,500,000 円

受取寄付金受取寄付金
3,000,000 円3,000,000 円

受取補助金等受取補助金等
7,455,400 円7,455,400 円

受取補助金等受取補助金等
8,194,200 円8,194,200 円

雑収益雑収益
758,322 円758,322 円

雑収益雑収益
215,000 円215,000 円

事業収益事業収益
408,000 円408,000 円

事業収益事業収益
200,000 円200,000 円

管理費管理費
3,598,000 円3,598,000 円

合　計合　計
31,073,251 円31,073,251 円

合　計合　計
29,011,352 円29,011,352 円

合　計合　計
31,073,251 円31,073,251 円

合　計合　計
29,011,352 円29,011,352 円

正味財産期末残高正味財産期末残高
13,047,152 円13,047,152 円
（特定費用準備資金（特定費用準備資金

4,500,000 円含み）4,500,000 円含み）

正味財産期末残高正味財産期末残高
11,391,132 円11,391,132 円
（特定費用準備資金（特定費用準備資金

4,500,000 円含み）4,500,000 円含み）

費
用
の
部

収
益
の
部

費
用
の
部

収
益
の
部

　

６
月
13
日
（
金
）
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋
（
南

相
馬
市
）
に
お
い
て
、
第
２
回
通
常
総
会
が
会
員

約
百
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
今
年
も
避
難

先
よ
り
た
く
さ
ん
の
会
員
が
泊
ま
り
が
け
で
出
席

い
た
だ
い
た
。

　

只
野
会
長
が
、
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
３
年
３
ヶ
月
が
経
ち
、
未
だ
避
難

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
会
員
が
い
る
。

法
人
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
や
り
た
い
。
負
け

ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て

永
年
活
動
を
さ
れ
た
役
員
を
表
彰
し
た
。
次
に
工

藤
繁
昭
相
馬
税
務
署
長
並
び
に
石
本
健
福
島
県

相
双
地
方
振
興
局
長
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
わ
り
、
只

野
会
長
を
議
長
と
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
平
成

26
年
度
事
業
計
画
・
予
算
は
理
事
会
承
認
事
項

と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
決
算

が
決
議
事
項
と
し
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
の
事
業
活
動
の
重
点
施
策
と
し

て
、
税
務
行
政
へ
の
協
力
・
健
全
な
納
税
団
体
と

し
て
公
益
性
と
社
会
貢
献
度
を
高
め
る
。
遠
方
へ

避
難
し
て
い
る
被
害
会
員
・
法
人
・
住
民
達
へ
の

支
援
に
関
わ
る
事
業
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
情

報
提
供
や
親
睦
交
流
を
図
る
事
業
を
実
施
す
る
。

　

総
会
終
了
後
、
出
席
会
員
に
よ
る
親
睦
会
が

開
催
さ
れ
た
。
来
賓
の
方
々
は
じ
め
、
各
支
部
長

そ
し
て
多
く
の
会
員
が
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
、
商

売
や
居
住
の
現
況
や
今
後
の
復
興
な
ど
の
話
を
し

ま
し
た
。

詳細については、ホームページをご覧ください。 相双法人会

只野　裕一　会長只野　裕一　会長

石本　　健　様石本　　健　様 工藤　　繁昭　様工藤　　繁昭　様
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表　

彰

表　

彰

<福利厚生制度推進表彰><福利厚生制度推進表彰>

<<

相
双　

役
員
表
彰

相
双　

役
員
表
彰>>

<<

全
法
連　

功
労
者
表
彰

全
法
連　

功
労
者
表
彰>>

橋本　　 明橋本　　 明氏氏

坂本　行生郎坂本　行生郎氏氏

齋藤　才子齋藤　才子さんさん 荒　　良範荒　　良範氏氏 上山　里美上山　里美さんさん 佐藤　正美佐藤　正美さんさん 杉浦　万起子杉浦　万起子さんさん

朝田　宗弘朝田　宗弘氏氏 横山　佳弘横山　佳弘氏氏

　

平
成
26
年
度
表
彰
者
（
敬
称
略
）
の
方
々

の
内
、
相
双
法
人
会
総
会
席
上
で
表
彰
を
受

け
た
方
々
。

○
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰

　
　

役
員
表
彰（
理
事
以
上
役
職
10
年
以
上
）

　
　
　
　
　

横
山　

佳
弘

　
　
　
　
　

朝
田　

宗
弘

　
　
　
　
　

橋
本　

明

○
福
利
厚
生
制
度
（
経
営
者
大
型
総
合

   

保
障
制
度
）
推
進
表
彰

　
　
　

会
員
の
部　

　
　
　
　

銅
賞　

熊
川　

喜
八
郎

 （
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　

受
託
会
社
職
員
の
部

        　
（
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
）

　
　
　
　

金
賞　

荒　
　

良
範

 （
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　

金
賞　

齋
藤　

才
子

 （
所
用
の
た
め
欠
席
）

　
　
　
　

金
賞　

杉
浦　

万
起
子

　
　
　
　

銅
賞　

佐
藤　

正
美

　
　
　
　

銅
賞　

上
山　

里
美

○
東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
（
11
月
平

成
26
年
度
運
営
協
議
会
席
上
で
表
彰
予
定
）

　
　
　
　
　

原　

田　
　

雄　

一

　
　
　
　
　

福　

山　
　

真　

久

　

平
成
26
年
度
表
彰
者
（
敬
称
略
）
の
内
、

福
島
県
法
人
会
連
合
会
総
会
席
上
で
表
彰
を

受
け
た
方
々
。

○ 

公
益
財
団
法
人　

全
国
法
人
会
総
連
合

　
　
功
労
者
表
彰
（
伝
達
）

　
　
　
　
　

坂　

本　
　

行
生
郎

　
　
　
　
　

原　

田　
　

雄　

一

（
所
用
の
た
め
欠
席
）

○ 

一
般
社
団
法
人　

福
島
県
法
人
会
連
合

   　
会
表
彰　
　
　

　
　
　
　
　

横
山　

佳
弘

　
　
　
　
　

朝
田　

宗
弘

　
　
　
　
　

橋
本　

明

○ 
福
利
厚
生
制
度
（
経
営
者
大
型
総
合

　

保
障
制
度
）
推
進
表
彰

　

法
人
会
の
部

　
　
　
　

公
益
社
団
法
人　

相
双
法
人
会

　

新
契
約
保
障
金
額
の
部　
　

金　
　

賞

　

新
規
企
業　

契
約
の
部　
　

表
彰
該
当

　

※
会
員
・
職
員
の
部
は
、
相
双
法
人
会
総

会
時
と
同
様

※写真は福島県法人会連合会総会時※写真は福島県法人会連合会総会時

※写真は福島県法人会連合会総会時※写真は福島県法人会連合会総会時
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法
人
会
副
会
長
で
あ
り
鹿
島
支
部
長
と
し

て
永
年
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た　

佐
藤
則

夫
さ
ん
（
有
限
会
社
協
栄
精
機
取
締
役
会
長

　

満
69
歳
）
が
、
平
成
26
年
６
月
22
日
に
病

気
の
た
め
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
佐
藤

さ
ん
の
面
影
や
在
り
し
日
を
振
り
返
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
告
別
式
は
社
葬
と
し
て
７
月
13
日

南
相
馬
市
の
フ
ロ
ー
ラ
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

原
町
に
お
い
て
、
葬
儀
委
員
長
佐
藤
正
弘
様

（
代
表
取
締
役
社
長
）、
喪
主
佐
藤
久
美
子
様

（
妻
）
に
よ
り
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
浪
江
町
役
場
と
町
民
の
多

数
が
避
難
さ
れ
て
い
る
二
本
松
市

に
お
い
て
活
動
し
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
Ｎ

Ｐ
Ｏ
新
町
浪
江
が
取
り
組
ん
で
い
る
浪
江
町

│
復
興
へ
の
道
筋
と
24
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
」
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

演
題
は
「
福
島
第
一
原
発
事
故
被
災
地
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
」
講
師
は
、
早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院
教
授　

都
市
・
地
域
研
究
所
所

長
佐
藤
滋
氏
。
先
生
は
生
徒
と
共
に
幾
度
と

な
く
浪
江
・
二
本
松
に
足
を
運
び
、
復
興
へ

の
助
力
を
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
二
本
松
や
福
島
、
い
わ
き
か
ら

も
浪
江
の
方
々
が
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た
。

百
十
名
の
聴
講
者
が
映
像
を
見
な
が
ら
復
興

へ
の
足
掛
か
り
を
学
ん
だ
。会
場
は
、フ
ロ
ー

ラ
相
馬
。　

　

内
容
は
、
福
島
原
発
事
故 
広
域
分
散
避

難
の
実
態
の
説
明
。
こ
れ
か
ら
の
施
策
と
し

て
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

統
合
型
移
動
シ
ス
テ
ム
「
新
ぐ
る
り
ん
こ
」

②
避
難
先
の
中
心
市
街
地
に
協
働
復
興
街
区

を
建
設
す
る
「
ま
ち
な
か
型
町
外
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
③
仮
設
住
宅
団
地
と
周
辺
に
形
成
さ

れ
る
「
郊
外
型
町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
④

浪
江
町
へ
の
帰
還
の
起
点
と
な
る
沿
岸
部

の
高
台
に
「
町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」。
現
在

は
、
復
興
の
た
め
の
組
織
の
立
ち
上
げ
段
階

で
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
設
立
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

50
分
間
の
予
定
が
15
分
オ
ー
バ
ー
の
熱
演

ト
ー
ク
で
し
た
。
初
め
は
、
い
ろ
い
ろ
な
鳴

き
ま
ね
を
披
露
し
観
客
の
心
を
掴
み
、
ト
ー

ク
で
は
お
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
、
修
業
時

代
の
苦
労
話
と
ま
と
め
た
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
鶯
の
鳴
き
ま
ね

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
観
客
を
手
取

り
足
取
り
の
説
明
と
実
演
で
指
導
を
し
て
い

訃　

報

訃　

報

復
興
支
援
公
開
講
演
会

復
興
支
援
公
開
講
演
会

　３月 14日の新春講演会において、法人会を　３月 14日の新春講演会において、法人会を
代表して講師にお礼の言葉を述べたお姿。代表して講師にお礼の言葉を述べたお姿。

地
域
社
会
貢
献
事
業

地
域
社
会
貢
献
事
業

た
だ
い
た
。
音
が
出
る
ま
で
に
は
、
血
が
出

る
ほ
ど
練
習
し
て
も
10
年
が
か
か
り
、
人
前

で
望
む
音
を
鳴
ら
す
に
は
更
な
る
練
習
が
必

要
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
父
親
が
広
島
に
お
い
て
原
爆
の

爆
風
で
飛
ば
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
後

の
病
気
と
の
戦
い
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き

た
。
原
子
力
・
放
射
能
を
人
の
た
め
役
に
立

つ
医
療
分
野
な
ど
に
利
用
す
る
な
ら
賛
成
で

あ
る
。
し
か
し
、
経
済
の
た
め
に
利
用
し
て

い
く
こ
と
は
抑
え
て
い
っ
た
方
が
良
い
。
い

く
ら
安
全
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
結
果
皆
さ

ん
が
経
験
し
て
い
る
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
も

の
を
作
っ
て
使
っ
て
良
い
の
か
。
私
と
は
経

験
内
容
が
違
う
が
、皆
さ
ん
の
今
の
苦
労
は
、

た
い
へ
ん
な
も
の
と
思
う
。

　

お
別
れ
に
「
ふ
る
さ
と
」
の
曲
に
合
わ
せ

た
く
さ
ん
の
動
物
の
鳴
き
声
を
入
れ
た
。
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
た
演
出
は
、
感
動
の
余
り

涙
を
浮
か
べ
る
観
客
も
お
り
、
心
を
一
つ
に

復
興
へ
の
応
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

笑
い
と
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

江
戸
家
猫
八
ラ
イ
ブ

３
14

６
13
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支
部
全
て
が
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
た
い
へ
ん
な
被
害
を
受
け
た
。

ま
た
、
相
馬
・
新
地
を
除
く
８
支
部
が
そ
の

後
の
東
電
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
、
避
難
指

示
区
域
に
指
定
さ
れ
た
。
国
税
庁
は
平
成
23

年
３
月
11
日
以
後
に
到
来
す
る
申
告
・
納
付

等
の
期
限
を
延
長
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
決

算
説
明
会
は
相
馬
・
新
地
の
決
算
期
を
迎
え

た
法
人
の
み
に
通
知
を
し
て
行
っ
て
い
た

が
、
平
成
26
年
１
月
31
日
付
国
税
庁
公
示
を

受
け
、
２
月
に
管
内
全
域
の
12
〜
２
月
決
算

法
人
に
対
し
税
務
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

26
年
度
に
入
り
３
〜
５
月
決
算
法
人
に

対
し
て
の
説
明
会
に
は
、
二
本
松
市
や
い
わ

き
市
か
ら
も

出
席
し
て
い

た
。
参
加
者

数
66
社
71
名

で
し
た
。
会

場
は
、
南
相

馬
市
原
町
区

の
原
町
商
工

会
議
所
２
階

会
議
室
。

　

女
性
部
会
（
番
場
三
和
子
部
会
長
）
の
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会

が
、
２
月
６
日
法
人
会
事
務
室
（
相
馬
市
）

で
開
か
れ
た
。
部
会
の
役
員
が
審
査
員
と
し

て
、
応
募
総
数
12
校
三
百
点
の
中
か
ら
62
点

を
入
賞
作
品
に
選
び
、
う
ち
10
点
を
福
島
県

連
審
査
会
に
推
薦
し
た
。

　

12
日
県
連
審
査
会
に
お
い
て
、
最
優
秀

賞
で
あ
る
特
選
に
門
馬
佑
菜
さ
ん
（
相
馬

市
立
飯
豊
小
学
校
６
年
）、
銀
賞
に
佐
々

木
楓
さ
ん
（
同
）、
銅
賞
に
只
野
愛
海
さ

ん
（
同
）
が
選
ば
れ
た
（
総
数
百
二
十
八
校

四
千
百
五
十
三
点
）。
３
作
品
は
他
の
作
品

７
点
と
共
に
東
北
六
県
連
審
査
会
に
出
品
さ

れ
た
。

2626
年
度　
第
１
回

年
度　
第
１
回

決
算
法
人
税
務
研
修
会

決
算
法
人
税
務
研
修
会

税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

相
双
法
人
会
出
品
作
品
が
、
福
島
県

法
人
会
連
合
会
・
東
北
六
県
法
人
会

連
合
会
審
査
会
で
受
賞

　

13
日
六
県
連
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
只
野

さ
ん
が
県
連
会
長
賞
、
門
馬
さ
ん
が
県
連
女

性
部
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。
本
年
は
六
県

四
百
七
十
校
一
万
三
千
八
百
二
十
七
作
品
の

応
募
で
し
た
。

　

な
お
、
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
は
税
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
全
国
の
法
人
会

が
実
施
し
て
い
る
。
当
法
人
会
は
震
災
の
年

に
中
止
し
て
お
り
、
５
回
目
の
参
加
に
て
大

き
な
賞
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の

税
の
啓
発
広
報
活
動
に
一
層
力
を
入
れ
て
い

く
励
み
に
な
っ
た
。
未
だ
、
仮
設
校
舎
で
学

ぶ
児
童
や
ほ
か
の
市
町
村
の
学
校
へ
転
入
し

て
い
る
児
童
た
ち
が
、
一
日
も
早
く
震
災
前

の
学
校
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

震
災
・
原
発
事
故
被
害

震
災
・
原
発
事
故
被
害

者
へ
の
支
援
事
業

者
へ
の
支
援
事
業

配
布
し
た
。

　

避
難
し
て
い
る
人
た
ち
に
も
エ
コ
う
ち
わ

を
（
公
財
）
全
国
法
人
会
総
連
合
よ
り
購
入

し
て
新
地
町
か
ら
南
相
馬
市
原
町
区
ま
で
の

仮
設
住
宅
に
配
布
し
た
。

　

冬
季
は
、
入
浴
剤
を
全
会
員
に
送
付
し
た
。

ま
た
、
浪
江
町
と
富
岡
町
の
住
民
に
対
し
て

配
布
を
し
、
冬
期
を
温
か
く
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
と
応
援
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て

は
、
坂
本
行
生
郎
富
岡
支
部
長
よ
り
富
岡
町

民
を
代
表
し
て
富
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

渡
邉
清
治
事
務
局
長
へ
入
浴
剤
の
贈
呈
を
し

配
布
を
お
願
い
し
た
。

　

入
浴
剤
は
、
避
難
先
の
各
地
で
開
催
さ
れ

た
「
新
年
会
」「
応
急
仮
設
住
宅
」「
各
地
区

の
サ
ロ
ン
」「
借
り
上
げ
住
宅
自
治
会
」
で
開

催
さ
れ
た
行
事
等
に
て
配
布
さ
れ
た
。

　

二
本
松
市
で
開
催
の
「
な
み
え
３
・
11
復

興
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
県
内
各
地
及
び

県
外
か
ら
参
加
し
た
浪
江
町
住
民
へ″
町
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
町
浪
江″
か
ら
配
ら
れ
た
。

　

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
す
る
事
業

の
一
環
と

し
て
、「
震

災
・
原
発

事
故
被
害

者
へ
の
支

援
事
業
」

に
お
い

て
、
夏
季

は
う
ち
わ

を
作
製
し

全
会
員
に

　坂本行生郎富岡支部長 ( 左）から富岡町社会福祉協　坂本行生郎富岡支部長 ( 左）から富岡町社会福祉協
議会の渡邉清治事務局長へ入浴剤の贈呈議会の渡邉清治事務局長へ入浴剤の贈呈

配布している様子配布している様子

袋
詰
め
作
業

袋
詰
め
作
業

５
22
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木
更
津
法
人
会
よ
り

木
更
津
法
人
会
よ
り

「
い
い
た
て
ホ
ー
ム
」
へ

「
い
い
た
て
ホ
ー
ム
」
へ

フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
贈
呈

フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
贈
呈

　

木
更
津
法
人
会
（
千
葉
県
）
か
ら
寄
託
さ

れ
た
支
援
金
を
飯
舘
支
部
へ
の
原
発
事
故
復

興
支
援
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム　

い
い
た
て
ホ
ー
ム
（
居
住
制

限
区
域
に
あ
り
）
66
名
の
高
齢
者
が
入
居
し

て
い
る
。
高
齢
者
に
は
生
死
の
問
題
と
も
な

る
避
難
生
活
３
年
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
足
が

痛
む
入
居
者
が
多
い
。

　

３
月
５
日
（
水
）
に
髙
橋
英
明
副
会
長

（
飯
舘
支
部
長
）
菅
野
一
廣
支
部
幹
事
の
両

名
が
ホ
ー
ム
に
持
参
の
う
え
、「
入
居
者
と

職
員
の
方
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
疲
れ
を

取
り
心
の
ケ
ア
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
木
更
津

法
人
会
女
性
部
会
か
ら
の
善
意
と
相
双
法
人

会
が
不
足
分
を
補
っ
て
購
入
し
た
も
の
な
の

で
大
切
に
ま
た
有
効
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
社
会
福
祉
法
人
い
い
た
て
福
祉
会　

菅
野
典
雄
理
事
長
（
村
長
兼
任
）、
三
瓶
政

美
施
設
長
に
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー
を
５

台
贈
呈
し
た
。
菅
野
村
長
は
、「
村
民
同
様

に
避
難
を
求
め
ら
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
の
入
居

者
は
、
ば
ら
ば
ら
に
避
難
し
て
体
育
館
な
ど

の
避
難
所
で
暮
ら
す
よ
り
、
ホ
ー
ム
施
設
内

に
留
ま
っ
て
い
た
方
が
本
人
た
ち
に
と
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
。
た
だ
、

放
射
能
線
量
が
高
い
の
で
外
に
出
て
歩
け
な

い
た
め
、
足
の
痛
み
を
訴
え
る
入
居
者
が
増

え
て
お
り
、
い
た
だ
い
た
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー

ジ
ャ
ー
を
ホ
ー
ム
内
の
広
場
へ
置
き
、
入
居

者
に
利
用
し
て
も
ら
う
。
と
て
も
感
謝
を
し

て
い
る
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
６
日
（
木
）
に
は
、
飯
舘
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
電
気
ポ
ッ
ト
５
台
と
延
長

コ
ー
ド
を
３
本
贈
呈
し
た
。
避
難
住
民
が
多

い
福
島
方
部
と
川
俣
方
部
に
て
、
仮
設
住
宅

に
あ
る
寄
合
所
に
置
い
て
、
み
ん
な
が
集
ま

り
お
茶
会
を
開
き

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
こ
と
に
よ
り
楽

し
い
時
間
を
作
っ

て
も
ら
い
た
い
。

香
川
県
大
川
法
人
会
か
ら

香
川
県
大
川
法
人
会
か
ら

支
援
金
が
届
き
ま
し
た

支
援
金
が
届
き
ま
し
た

　

平
成
26
年
３
月
相
双
法
人
会
女
性
部
会

は
、
南
相
馬
市
原
町
区
に
あ
る
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
り
ん
梅
」（
社
会
福
祉

法
人
車
輪
梅
運
営
）
に
歩
行
の
予
防
や
機
能

回
復
の
た
め
の
訓
練
が
で
き
る
「
手
す
り
の

付
い
た
歩
行
訓
練
用
の
階
段
」
を
購
入
す
る

資
金
の
一
部
を
震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
へ

の
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
寄
贈
し
た
。

　

５
月
27
日
、
番
場
部
会
長
、
髙
野
・
門
馬

副
部
会
長
の
３
人
は
、
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ

れ
た
階
段
の
訓
練
の
様
子
を
見
学
し
な
が
ら

利
用
者
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

寄
贈
ま
で
の
経
過
は
、
香
川
県
大
川
法
人

会
女
性
部
会
か
ら
、
福
島
県
法
人
会
連
合
会

に
24
万
円
の
支
援
金
の
寄
贈
が
あ
り
、
い
わ

き
法
人
会
と
共
に
相
双
法
人
会
が
12
万
円
寄

贈
を
い
た
だ
い
た
。

　

現
在
活
動
し
て
い
る
施
設
や
仮
設
校
舎
等

へ
の
必
要
な
物
品
と
し
て
大
川
法
人
会
の
ご

厚
情
を
残
し
た
い
と
会
長
、
女
性
部
会
長
と

相
談
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
前
記
の
施
設
が
階

段
を
購
入
し
た
い
と
聞
き
、そ
の
一
部
に
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
相
双
法
人
会
か
ら

５
万
円
上
乗
せ
し
た
17
万
円
を
購
入
費
用
に

充
て
た
。
セ
ン
タ
ー
は
現
在
25
名
が
利
用
し

て
お
り
歩
行
の
予
防
や
機
能
回
復
の
た
め
の

訓
練
の
必
要
な
方
が
半
数
以
上
も
い
る
。

　

こ
の
地
域
は
、
相
双
の
中
で
は
早
く
に
避

難
解
除
指
示
を
受
け
た
の
で
す
が
、　

若
い

人
が
戻
ら
ず
高
齢
者
が
大
半
を
占
め
る
社
会

と
な
り
、
４
年
目
に
入
り
介
護
の
職
に
あ
る

人
た
ち
が
家
族
と
暮
ら
す
た
め
に
辞
め
て
行

く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
一
方
で
は
求

人
し
た
が
応
募
者
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
話

も
あ
り
、
相
双
地
区
の
復
興
は
先
が
見
え
ま

せ
ん
。
遠
方
の
香
川
県
大
川
法
人
会
様
か
ら

の
ご
支
援
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
回
、
法
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
い
ち

早
く
掲
載
、
見
や
す
さ
を
よ
り
追
求
し
て
い

く
た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ー
ル

し
た
。

　

特
に
、
避
難
し
て
い
る
県
内
外
の
会
員
へ

の
情
報
を
迅
速
に
豊
富
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

　

例
え
ば
、
相
馬
税
務
署
以
外
の
県
内
税
務

署
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る「
決
算
説
明
会（
税

務
研
修
会
）」「
確
定
申
告
相
談
会
」
を
掲
載

し
た
い
。
今
回
は
、
い
わ
き
税
務
署
の
５
・

６
月
期
の
決
算
法
人
に
対
す
る
税
務
説
明
会

を
掲
示
し
ま
し
た
。
相
馬
税
務
署
管
内
の
法

人
に
つ
い
て
は
、
県
内
各
地
の
税
務
署
で
相

馬
税
務
署
同
様
の
相
談
や
説
明
会
へ
の
参
加

が
自
由
に
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

租
税
教
室

租
税
教
室

　

１
月
に
入
っ
て
昨
年
の
６
回
８
校
に
加
え

て
、遠
藤
青
年
副
部
会
長
を
講
師
に
迎
え
て
、

残
り
の
小
学
校
で
租
税
教
室
を
開
催
し
た
。

　

南
相
馬
市
立
福
浦
小
学
校
、金
房
小
学
校
、

鳩
原
小
学
校

の
三
校
は
、

一
つ
の
教
室

で
６
年
生
16

名
で
勉
強
し

た
。
ま
た
、

南
相
馬
市
立

大
甕
小
学
校

は
、
６
年
生

23
名
が
勉
強

し
た
。

大甕小学校の様子大甕小学校の様子

法人会 ご利用に際し条件、注意事項があります。
詳しくはホームページでご確認ください。 イータックス 検索

法人会は会社経営の効率化のために
e-Taxの普及を支援しています。

電子申告で
効率UP!e-Tax

国税電子申告・納税システム

納税にはダイレクト納付が便利です！
e-Taxを利用して電子申告等をした後に、届出をした預貯金口座から、簡単な操作で
即時又は期日を指定して納付することができます。 ※事前にダイレクト納付利用届出書の提出が必要です。 

※届出書の提出から利用可能となるまで、1か月程度かかります。

国税に関する申告や納税、
申請・届出などの手続が
インターネットで
行えます。

e-Taxを利用して所得税の申告を
するとこんなメリットが！

法人会オリジナル
キャラクター
「けんた」添付書類の提出省略 還付がスピーディ

4,800万円超

400万円超4,800万円以下

48万円超400万円以下

48万円以下

年12回（確定申告 1回、中間申告11回）

年 4回（確定申告 1回、中間申告 3回）

年 2回（確定申告 1回、中間申告 1回）

年 1回（確定申告 1回）

申告・納付回数直前の課税期間の確定消費税額（※2）

●消費税は消費者からの預かり金的な性格を有する税です。
●基準期間の課税売上高が1,000万円を超える事業者は、消費税の確定申告が必要です。

●期限を過ぎると延滞税がかかります。
●確定申告・納付のほか、直前の課税期間の確定消費税額（※2）に応じて中間申告・
納付が必要となります。

※1　法人は課税期間終了の
日の翌日から2ヵ月以
内、個人事業者は翌年
の3月31日までに消費
税の申告と納付を行う
必要があります。

※2　地方消費税を含まない
年税額をいいます。

消費税には
申告・納付期限（※1）が

あります。

申告・納付には
e-Taxが

利用できます。

個人事業者の方は
振替納税も
利用できます。

消費税期限内納付
推進運動実施中！

消費税の期限内納付を忘れずに。

法人会

旧市町村 会　　員　　名
南相馬市 （株）K・S・G
浪 江 町 （有）観光タクシー

（株）サンフォート
（有）成実採石興業
東北エックス線（株）
浪江林業素材（協）
（有）浪江愛林
（有）プレスハウス
（株）みうら
（資）旭　屋
（株）井　商
（株）シンワ
（有）ジーテック
高野建設（株）
（有）ビック

双 葉 町 （有）笠原商事
（有）手打そば信州
光洋商事（株）

旧市町村 会　　員　　名
双 葉 町 日東金属工業㈱双葉工場

（有）笠原電気工業所
（株）カスタム電子
（有）佐々木運輸
東部建設（株）

大 熊 町 （有）斉藤塗装
（有）大　八
（株）アート

富 岡 町 南双葉農業㈿富岡支部
千代田テクニカル㈱福島営業所
㈱報徳観光富岡営業所
（株）あじさく
（株）サン・クリーン
富岡学校給食（株）

楢 葉 町 ㈲ウインズトラベル
（有）ふくのや
鈴木自工（株）

郵便物が戻ってきます。教えてください。郵便物が戻ってきます。教えてください。
　今年の総会案内が、避難先から戻ってきています。次の
会員を御存じの方連絡をお願いします。電話番号がわかる
と助かります。
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富
岡
町
か
ら
い
わ
き
市
へ

富
岡
町
か
ら
い
わ
き
市
へ

南
相
馬
市
小
高
区
か
ら
相
馬
市
へ

南
相
馬
市
小
高
区
か
ら
相
馬
市
へ

有
限
会
社
ア
ド
・
プ
ロ
広
芸
社

代
表
取
締
役　

大
和
田　
　

剛

株
式
会
社
ハ
ヤ
シ

代
表
取
締
役　

志
賀　

正
幸

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
早
い
も
の
で
３
年
４
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
社
員
、
そ
の
家
族
と
共

に
会
社
の
行
く
末
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、

避
難
先
を
川
内
村
か
ら
田
村
市
へ
と
移
動
し

た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
当
時

の
社
員
を
解
雇
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
苦

渋
の
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

県
内
か
ら
離
れ
茨
城
県
の
鉾
田
市
に
４
ヶ

月
、
そ
の
後
三
春
町
に
戻
っ
て
８
ヶ
月
程
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
楢
葉
町
に

住
ん
で
い
た
方
か
ら
、
小
野
町
に
お
店
を
開

店
す
る
の
で
看
板
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う

　

悪
夢
の
震
災
か
ら
早
く
も
３
年
４
ヶ
月
が

過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
馬
で
仮
営
業
に
よ
る
再
開
が
で
き
、
お

客
様
、
友
人
そ
し
て
多
く
の
方
々
の
心
温
ま

る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
を
す
る
と
共

に
、
私
は
幸
せ
者
だ
と
改
め
て
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

避
難
し
新
潟
に
永
住
を
決
意
す
る
息
子
同

然
の
社
員
達
を
失
い
、
悲
し
く
寂
し
い
思
い

で
い
た
と
こ
ろ
、
会
社
を
心
配
し
て
戻
っ
て

き
て
く
れ
た
二
人
の
社
員
。
仙
台
か
ら
毎
日

通
勤
し
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
生
き
る

希
望
を
貰
い
、
相
馬
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
工

お
話
を
頂
き
、
何
も
な
か
っ
た
の
で
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
求
め
た
材
料
で
文
字
を
描

い
た
の
が
仕
事
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
借
り
上
げ
住
宅
に
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン

と
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
を
設
置
し
不
便
な

が
ら
も
少
し
ず
つ
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

い
わ
き
市
四
倉
工
業
団
地
に
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
で
仮
設
事
務
所
を
建
設
す
る
事

を
知
っ
て
申
し
込
み
、
平
成
24
年
の
２
月
中

旬
か
ら
徐
々
に
仕
事
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

富
岡
に
い
た
頃
と
は
比
べ
る
事
は
で
き
な
い

が
仕
事
の
量
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
双

葉
郡
内
に
住
ん
で
い
た
お
客
様
も
県
内
各
地

に
分
散
し
て
い
る
の
で
移
動
範
囲
も
福
島
、

郡
山
と
広
範
囲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
少

し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

い
わ
き
地
区
の
業
者
様
に
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
早
く
こ
の
地
域
が
放
射
能
の
危
険
に
身

を
さ
ら
す
事
な
く
安
全
、
安
心
に
住
め
る
事

を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

場
の
新
築
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
日
も
早
く
落
ち
着
き
、
心
か
ら
明
る
い

笑
顔
で
仕
事
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
ら
社
会
的
責
任
を
担

い
自
動
車
流
通
を
よ
り
良
く
す
る
と
い
う
志

を
持
っ
て
、
お
客
様
と
の
信
頼
関
係
を
深
め

る
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
共
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　

避
難
先
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

編

集

後

記

編

集

後

記

　

私
は
、
幼
い
頃
か
ら
松
川
浦
で
あ
さ
り
や
海
苔

取
り
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
以
来
、
昔
の
風
景
が
一
変
し
、

三
年
過
ぎ
た
今
で
は
す
っ
か
り
面
影
が
無
く
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
も
梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
東
京
で
は
大
量
の
雹
が
降
り
混
乱
が
起
き
た

り
、
九
州
で
は
五
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
一
時

間
に
五
十
ミ
リ
も
の
雨
が
降
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ

驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
気
象
の
中
で
も
負
け
る
こ
と
な
く
、

相
双
法
人
会
会
員
の
皆
様
が
一
日
も
早
く
ふ
る
さ

と
相
双
地
区
に
戻
り
御
活
躍
出
来
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。（
利
）


